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労働契約法 16条違反の解雇 

団体交渉で早期合意解決 

 Ｕさんは正社員とし

てＡ配送会社で労務事

務を担っていました。

しかし、Ａ社から突然

解雇通知を受けまし

た。Ｕさんは理由に納

得できず、知り合いの議員に相談。ＣＵ三多摩を

紹介され、相談に来ました。 

Ｕさんは面談で職場復帰を望まないとの意向

を示したため、団体交渉で金銭的解決等を目指

すことにしました。 

 団体交渉の主な内容は①会社の解雇理由は曖

昧、②本人合意なしの突然の解雇は違法、③残業

手当の 15分以内切り捨て違法、④採用後の健康

診断なし等の補償でした。 

Ａ社は団体交渉の申し入れに応じ、Ｕさんの

解雇理由として、業務が非効率で向上の見込み

がない、他の従業員との協調性がない、職務怠慢

で他の従業員に迷惑をかけている等、事実と違

う言動を主張。 

組合は正社員（入職後４カ月強）として雇用し

た以上、軽々に解雇することはできない。Ａ社の

指摘が正しいとするなら、解雇以前に本人への

注意や必要な教育、文書指導を行わなければな

らないがそれもなされていない。解雇とするに

は労働基準法第１６条違反となる。Ａ社もＵさ

んも職場復帰を望まないなら金銭補償で早期に

解決したいと提案。Ａ社が持ち帰って検討する

ことで１回目の交渉を終了しました。 

その後のＡ社の回答も不十分でしたが、事務

折衝で、ほぼ要求に見合う回答を改めて得たた

め、妥結しました。 

 

障がい特性に配慮すべき特例子会社が 

働き続けるための支援を怠った 

 

障がい者のＹさんは

小売り大手Ａ社の*特例

子会社Ｂ社に雇用され、

地元の社会福祉関係の

事業所に週３日、Ａ社の

都心の本社へ週１日勤

務していました。 

昨年１０月に突然Ｂ社の責任者から、地元の

福祉関係の事業所への出勤は「あなたはふさわ

しくない」からやめること、代わりに「週４日本

社に出勤すること」と言われました。 

Ｙさんはその障がい特性から長時間の電車で

の通勤は困難であることを伝え、いままでどお

りの職場にしてほしいと願いましたが聞き入れ

られませんでした。その間、地元の福祉事業所か

らは、本人への苦情等は一切ありませんでした。 

Ｙさんは、１時間以上の通勤に耐えられる状

態ではなく、解雇に等しいと受け止め、それ以降、

精神的にも追い詰められ、欠勤せざるを得ず、組

合に相談にきました。 

Ｙさんと組合の相談の結果、Ｂ社に団体交渉

を申し入れ、労働契約で確認している今までど

おりの勤務場所での勤務を要求することにしま

した。 

≪障がい特性を理解しない勤務評価≫ 

昨年１１月に開いた第１回の団体交渉で、Ｂ

社はＹさんの福祉事業所での「コミュニケーシ

ョン不足や迷惑行為」なるものを列挙し、労働継

続はＹさんから「誓約書」の提出を条件とすると

回答。それはＹさんの障害特性を無視するもの

で、次の契約更新にハードルを設けるものでし

た。また、Ｂ社は欠勤中のＹさんの生活保障も拒

否しました。 

組合はＢ社の対応に、障害者雇用促進法の合
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理的配慮の提供義務を怠るものであり、欠勤も

Ｂ社の対応に原因があるとして抗議し、２回目

の団体交渉を申し入れました。 

年明けに開かれた２回目の団体交渉では、Ｂ

社は一転して、Ｙさんの復職を認め、これまでの

対応を反省し、復職の条件を整える、是非、復職

してほしいと表明。組合はＢ社の見解を評価し、

Ｙさんと改めて相談しました。しかし、Ｙさんは、

Ｂ社でのこの間の対応に精神的症状が悪化し、

復職が難しい状態になっていました。 

組合はＹさんの意向を尊重し、Ｂ社にＹさん

の復職は困難であることを伝え、欠勤から契約

終了までの間の賃金補償を要求しました。折衝

の結果、B 社は平均賃金を少し上回る額で、休業

中の賃金補償などを回答し、組合もＹさんの了

解を確認し受け入れることにしました。 

＊特例子会社：国から認定を受け、障がい者の雇

用の促進と安定を図るために設立される会社。

一般的には、障がい特性に応じたサポートをす

る体制が整っていることが必要。 

親会社が特例子会社の意思決定を支配してい

ることが求められる。特例子会社の障がい者雇

用は本社の障害者雇用率に算入される。 

国立ハンセン病資料館 

不当解雇撤回闘争支援の署名のお願い 
 

 国立ハンセン病資料館（東村山市）で働く学芸

員がハラスメントの排除や職場の働く環境の改

善を求め労働組合を結成。国家公務員一般労働

組合に加盟し、2019 年 9 月より雇用主である日

本財団と団体交渉を行ってきました。 

ところが、2020 年３月末、資料館管理運営業

務の委託替の際、組合 3 名中２名を雇止めにし

ました。当労働組合はこの間、解雇撤回を求めて

運動してきましたが、2020 年 5 月、東京都労働

委員会（都労委）に不当解雇撤回を求めて申し立

てをし、これまで七回の調査と追加調査が行わ

れ、2021 年 11 月結審を迎えました。 

当労働組合では、都労委へ公正な命令を求め

る署名に取り組んでいます。CU 三多摩では組合

結成以来不当解雇撤回闘争を支援してきました。

CU 三多摩の組合員の皆さんにも署名へのご協

力をお願いします。署名用紙を同封します。連絡

先も掲載しますので、送料は個人負担になりま

すが、よろしくお願いします。 

＊署名送付先：国家公務員一般労働組合 

〒105-0003 東京都港区西新橋 1-17-14  

  西新橋エクセルアネックス３F  

国交労連内 

若者たちが労働問題学習会 
 

三鷹市の青年団体が労働問題の学習会を

企画。ＣＵ三多摩が支援をすることになり

ました。 

開催日時：３月２０日午後２時、 

場  所：三鷹市消費者センター（予定） 

講  師：ＣＵ東京本部高畠副委員長 

共催：ＣＵ三多摩 三鷹革新懇 

 

演目：杜若艶色紫 

日時：５月 14 日(土)－23 日（月) 

場所：国立劇場大劇場 

 

お申し込みは大江まで 

前
進
座
観
劇
会 

東京ディズニーランド利用券 

組合一人に付き、年五枚。 

一枚 1000円の補助券です。 

今年度分の締め切りが近づいています。 

組合員の皆さん、ご利用ください。 

 

お申し込みは：ＣＵ東京へ 

 電話：０３－３９４６－９２７７ 


